
１ . ３つの情報概念
　　（情報の定義）
1-1 ．生命情報
「それにより生物がパターンを作り出すパターン」



知覚の客観性

　生物は色々な感覚器官を通して、外部を知覚している。
このとき…

　生物が知覚している“もの”＝“客観的(絶対的)なもの”？
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含む人間

生物が知覚している“もの”は、
　　“感覚器官や脳が作り出した（構築した）もの”　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にすぎない

主観として

問い



生物の知覚と環世界
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四色視、視野
紫外線

二色視、超音波

二色視、超音波

あらゆる生物は、各々の知覚により知ることが可能な環世界だけを認識することができる

蜂の環世界

鯉の環世界

ゾウリムシの
　　環世界

狐の環世界

鳩の環世界
アメーバの
　    環世界

ネズミの
     環世界

人間の環世界 ヒマワリのヒマワリの
　    環世界　    環世界

誰も客観世界を認識できない



生命情報
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暗い方に移動する暗い方に移動する

ゾウリムシ

明るさ、暗さ

それにより生物がパターンパターンをつくりだすをつくりだすパターンパターン

生命情報には意味作用がある

明るい所と暗い所明るい所と暗い所を作って

差異 行動の選択

しばらくすると…

何かしらの意味

生命情報



生命情報がもたらす意味
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　同じ情報でも、それがもたらすパターン
( 意味 ) は情報を受ける者により異なる

情報 ( パターン ) 情報 ( パターン）

捕まえる
（パターン）逃げる

( パターン )

危険！ 食料！

生命情報は、

　その情報を得た者の生存活動に関連した意味を構築する。

主観として



生命情報＝広義の情報
● 全ての生物は、各々の知覚から得られる生命情報によ

り、各々の生存活動を維持している。

● 生命情報とは、生物が知覚するパターン ( 差異 ) である。

生物が存在しなければ「情報」は存在しない！

あらゆる情報は生命情報である

広義の情報



終わり
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